大阪府環境審議会からの意見
平成20年度の主要施策の進捗状況について、第３9回環境審議会（平成２1年１１月2７日開催）において報告しました。報告に対して委員から寄せられた意見と、それに対する府の考え方は以下のとおりです。
	意　　　見
	府の考え方

	環境に関する施策の展開にあたっては、環境問題が全国的・世界的な問題であることを十分に意識されたい。
	　地球温暖化・廃棄物・大気・水質等、環境に関する課題は、府県の枠を超えるものも多いことから、施策の展開にあたっては、国・他府県等と連携を密にして実施しているところです。
なお、現在、新しい環境総合計画の基本的事項について、環境審議会環境総合計画部会で審議中ですが、広域連携の視点の重要性についても意見が出されています。

	河川水質の環境保全目標の達成を図るためには、水質の悪い河川に重点的に目を向けた対策が重要と考える。
	府域の河川の水質は長期的に改善の傾向にありますが、ご指摘のとおり、水質に係る環境保全目標を達成できていない河川も依然として残っています。また、環境保全目標を達成していても、魅力的な河川とするには、さらなる水質改善が必要な河川もあります。

こうした河川を中心に水質改善が進むよう、下水道や浄化槽の普及、工場・事業場に対する規制指導、生活排水対策の啓発、水循環の再生などの諸施策に取り組んでまいります。

	雨水利用を促進することにより、水を大切にする府民意識が高まることが期待されるので、積極的に施策を進められたい。
	雨水利用は、私たちの生活の中で、身近な形で水の大切さを意識できる取組みの一つであり、その実践は、健全な水循環の再生や治水対策など幅広い効果が期待できます。

府では、雨水利用を促進するため、平成17年度に「おおさかレインボウぷろじぇくと」をスタートさせました。ＮＰＯによる学校への雨水タンクの設置や環境学習の活動、府内の複数市による雨水タンク設置に対する補助の実施など、取組みは徐々に広がってきています。

今後も、こうした活動を支援したり、取組みの状況をホームページ等で紹介するなど、雨水利用の促進に取り組んでまいります。

	環境教育を進めるにあたっては、府内一律で画一的に行うのではなく、その地域の地理的な特徴や歴史的背景も踏まえた上で、地域ごとに特徴を出す必要があるのではないか。
	府内の環境教育を推進するため、府では「大阪府環境教育等推進方針」を定め、大阪の自然的、社会的特色を踏まえた施策を推進することとしています。

　府内には、豊かな自然環境や歴史的・文化的環境資源が多く存在しており、行政や企業、NPOなどによって地域の環境資源を活用した多様な取組みが行われています。

府としては、府内の環境資源に関する情報や取組み事例などをデータベース化し情報提供することにより、地域の特徴を生かした環境教育が促進されるよう努めてまいります。

	都市化が高度に進んだ大阪において市街地の緑化を進めるためには、府民・事業者の方に経費負担も含めた協力をお願いするような施策が必要と考えるがどうか。
	緑化スペースの確保が困難な市街地において緑化を進めるため、平成18年度より、一定規模以上の敷地において建築物の新増改築を行う際に緑化を義務付ける制度を運用しています。本制度を市町村との連携のもと効率的・効果的に運用するとともに、景観に配慮した良質な緑を創出するため接道部の緑化を重点化するなど、制度の改革を進めます。

また、支援事業や顕彰制度の実施、緑化の先進技術の紹介等により、民間事業者の自主的な取組みを促進します。




















